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　測地技術の進歩は，地殻変動を数cmから数mまでの広いダイナミックレンジで面的に捉えることを可能にし

ている．とりわけ，衛星搭載の合成開口レーダ（SAR）による観測は，干渉解析（InSAR）および3次元解析に

よる地震断層の高精細な検出を可能にし，従来の地表踏査による地震断層等の調査手法に大きな変革をもたら

しつつある．ここでは，小林（2017）による2016年熊本地震に伴う地殻変動の3次元SAR解析データを用い

て，広域の変動を精細かつ効率的に目視抽出するための可視化を試みた． 

 

　3次元SARデータの高解像度・高ダイナミックレンジ画像への可視化には，粟田（2017）によるステレオ等

高線地形解析図による高解像度DEMの可視化手法を適用した．使用したデータは，東西・南北の水平2成分と

上下成分の合計３成分に分割されたものであり、各成分のデータは位置情報と一つの変動値のみから構成され

る．それらの変動値をDEMの可視化における標高値と置き換えて，解析精度の限界まで表現する稠密な等値線

図を作成した．精度が高い東西および上下成分の画像においては，データがもつ変動の解像度と同じ1cmまで

の精細な間隔の等値線を実用的に描くことができた．また，複雑でダイナミックレンジの大きな地表変動の判

読を容易にするために，微細なレンジを強調した段彩を施すとともに，画像を立体視が可能なアナグリフに加

工した．なお，解像度が低い南北成分については，等高線間隔10-20cmの画像が実用限界であった． 

 

　等値線間隔1cmの画像による判読では，変位量が大きな主断層帯（布田川・出ノ口および高木地震断層）お

よびそれらに伴う広域変動ととともに，その周辺の約50km四方に分布する多くの小規模な地震断層を検出す

ることができた．このうち，小規模な地震断層の検出結果は，空間解像度が1桁高いとされるInSAR画像に基づ

いたFijiwara et al.（2016）の判読結果と概ね整合的であった．また，等値線図の判読および断面図での計測

によれば，東西および南北成分の変位量が5cm程度までの断層については容易に抽出が可能であった．さら

に，広域変動が小さかった熊本市街地においては変位量2cmまでのごく小規模な断層を目視判読することもで

きた．判読結果に基づいて実施した現地調査では，変位量5cm程度の断層については，ガードレールや縁石な

どの道路構造物や，家屋の基礎，コンクリート構造物などの変形や破断として断層の確認と変位量の計測が可

能であった． 
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